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ンゼマ語の可譲渡／不可譲渡名詞＊

古　閑　恭　子

Alienable and Inalienable Nouns in Nzema

KOGA, Kyoko

Nzema (Niger-Congo, Kwa) distinguishes inalienable nouns from alienable 
nouns in possessive constructions. Chinebuah (1971) has shown that in Nzema, 
inalienable nouns take different forms in possessive constructions. However, 
his work focuses mainly on the morphological features of inalienable possession, 
with no reference to phonological features. In this paper, I argue that phonological 
features are also important in distinguishing inalienable and alienable possession. 
A new observation is that alienable possession with no morphological change 
still exhibits phonological (tonal) changes with different patterns from those 
found in inalienable possession.

The new data come from my own fieldwork. First, affixes of inalienable 
nouns become null in possessive constructions, but those of alienable nouns 
remain intact. Second, in the case of proper nouns, the possessive marker a- is 
added to inalienable nouns, while no such marker is added to alienable nouns. 
Third, tonal changes of alienable nouns in possessive constructions are limited 
to the prefix or the root-initial syllable. A wholesale tonal change is observed in 
roots of inalienable nouns. In sum, alienable possessions are marked only by a 
tonal change, whereas inalienable possessions are marked in a phonologically/ 
morphologically complex way: tonal lowering of the entire root, epenthesis of 
the possessive marker a- (in constructions with proper nouns), or root-initial 
high tone (in constructions with a possessive clitic). It is not the case, however, 
that the patterns in Nzema contradict the general tendency for markers of 
inalienable possession to be simpler than those of alienable possession. The 
phonological/morphological changes in inalienable possession in fact reduce 
the number of syllables in possessive constructions and target the entire root 
for tonal lowering.

The possessive constructions ɔ̀=zɪ̀ ‘his/her father’ (sɪ̀lɛ́ ‘father’), ò=li ̃̀ ‘his/her  
mother’ (nĩl̀i ̃ ́‘mother’), and ò=hũ̀, ‘her husband’ (kù̃li ̃ ́‘husband’) are even simpler  
than those of other inalienable nouns in that (a) the roots are monosyllabic, 
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1. はじめに

本稿では，ンゼマ語（Nzema：ニジェール・コンゴ語族クワ語派）1）の可譲渡／不可譲渡名
詞を取り上げる。世界の多くの言語で，可譲渡／不可譲渡名詞の区別が見られる2）。可譲渡名
詞と不可譲渡名詞は，意味的に以下のように区別される。不可譲渡名詞は，生まれながらにし
て持っており，他人から手に入れたり，人に譲ったりできないものを表す語である。一方，可
譲渡名詞は，自由に他人から手に入れたり，人に譲ったりできるものを表す語である（Nichols 
1988: 568）。具体的には，不可譲渡名詞が表すものは，主として，親族，身体部位や位置関係
など，所有者との関係を切り離すことができない。また，原則として所有者の表示が必須であ
る（Welmers 1973: 212）3）。
形式的には，両者の区別は，所有構文における所有マーカーの有無や所有マーカーの形態・
統語論的違いなどに現れる。多くの言語では可譲渡名詞には所有マーカーを用いるが，不可譲
渡名詞にはそういった要素を用いず，所有者名詞と被所有名詞を並列させる（Creissels 2000: 
249）4）。また，可譲渡／不可譲渡名詞の両方とも所有マーカーを取る場合，ほとんどの言語に
おいて不可譲渡名詞のマーカーの方が短く，形態論的に単純である（Nichols 1988: 564）。
アフリカの多くの言語でも可譲渡／不可譲渡名詞の区別が認められる（Creissels 2000: 

249）。興味深いのは，アフリカ諸語には，浮き声調よりなる所有マーカーを持つ言語が見ら
れることである。これは，もともと音素と声調とからなる形態素から音素が脱落して声調だけ
が残ったものと考えられる（清水 1988: 404）。アカン語（Akan：ニジェール・コンゴ語族ク

(b) the tone of possessive constructions with possessive clitics as a whole is 
low, and (c) consonant lenition occurs. The patterns found in Nzema suggest 
that the degree of inalienability is correlated with the morphological and  
phonological simplicity of possessive constructions; the simpler the morphological 
and phonological structure of the possessive construction, the more inalienable 
the possession.

1. はじめに
2.  可譲渡／不可譲渡名詞の音韻・形態論的
特徴

　2.1 不可譲渡名詞の音韻・形態論的特徴
　2.2 可譲渡名詞の音韻・形態論的特徴
3. まとめと考察

1） タノ小語群（Tano）ンゼマ・アハンタグループ（Nzema-Ahanta）。ガーナとコート・ジボワール
にまたがる大西洋岸の地域において 30万人ほどの話者に使用される（Lewis ed. 2009）。ガーナ最
大の民族語であるアカン語（Akan）とりわけファンテ方言（Fante）の影響を受けているといわれ
る（Berry 1955: 160）。

2） WALS（The World Atlas of Language Structures）によると，所有構文において可譲渡／不可譲
渡名詞の対立を持つ言語は，ユーラシア大陸をのぞくあらゆる地域によく見られるという（Nichols 
and Bickel 2013）。

3） ただし，可譲渡／不可譲渡名詞は峻別できるものではなく，ほとんどの言語において，意味的には
譲渡できないにも関わらず不可譲渡名詞に属さないものが存在する（Nichols 1988: 568）。

4） このような形式上の特徴は，不可譲渡名詞と所有者が，可譲渡名詞と所有者よりも結びつきが強い
ことを反映している（Haiman 1985: 130）。
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ワ語派）5）では，主に親族を表す語からなるグループ（不可譲渡名詞）が，その他の語からな
るグループ（可譲渡名詞）と所有構文において対立する6）。（1）の例で，不可譲渡名詞 wɔ̀fàも
可譲渡名詞 bàǹkyɪ̀も，所有構文は所有者名詞と被所有名詞の並列という形を取るが，可譲渡
名詞は語根頭が高声調になる。これは，もともと所有接語が持っていた浮き高声調が語根頭に
実現したものである。不可譲渡名詞ではそのような変化がない（Dolphyne 1986，1988，古閑
2009）。

（1） wɔ̀fà bàǹkyɪ̀
 「オジ」 「キャッサバ」
 Kòfí wɔ̀fà Kòfí báǹkyɪ̀
 「コフィのオジ」 「コフィのキャッサバ」

ンゼマ語にも可譲渡／不可譲渡名詞の区別があることは，Chinebuah（1971）によって指摘
されている。ンゼマ語は系統的にアカン語に非常に近いが，可譲渡／不可譲渡名詞の区別の仕
方はかなり異なる7）。アカン語では可譲渡／不可譲渡名詞の区別は声調面にのみ現れるが，ン
ゼマ語は形態上の違いが顕著である。Chinebuah（1971）は，不可譲渡名詞が，単独で現れる形，
固有名詞を伴う所有構文，所有接語を伴う所有構文の環境により 3つの異なる形を持つことを
示した。しかし彼は，ンゼマ語の可譲渡／不可譲渡名詞の区別に関わるもうひとつの重要な側
面である音韻論的側面についてほとんど言及していない。また，音韻変化は不可譲渡名詞だけ
でなく可譲渡名詞の所有構文にも起こるが，Chinebuah（1971）を含めてこのことに言及す
る研究は皆無である。
本稿では，ンゼマ語の可譲渡／不可譲渡名詞の音韻・形態論的特徴を提示し，形態論的特徴
と同様に，音韻論的特徴もンゼマ語の可譲渡／不可譲渡名詞の区別に関わっていることを示す。
なお，本稿で用いるデータは，断りのない限り，筆者が現地調査で得たものである8）。
本稿で用いる表記とそれに対応する概略的音価は以下の通りである。

5） アカン語は，ンゼマ語と同じタノ小語群のアカングループ（Akan）に属する。ここで提示するの
はアサンテ方言（Asante）のもの。

6） 以下は可譲渡名詞と不可譲渡名詞の例である（古閑 2009）。
可譲渡名詞：bɔ́tɔ́「袋」，ǹgʊ́má「革」，sìká「お金」，ǹtʊ̀má「布」，ɔ̀pɔ̀ǹkɔ́「馬」，èwú!rá「雑草」，sófì「シャ
ベル」，sɪ́!káń「刃物」，àpètèhyì「蒸留酒」，ètí「頭」，ànʊ́ʊ́「口」，ǹsá「手」，sɪ̀rɛ̀「太もも」，dòm̀pé「骨」，
èmó!gyá「血」，àtàbáń「翼」，bàbàsʊ̀「性病」，bʊ̀sʊ́!mɪ́「月」
不可譲渡名詞：pàpá「父」，mààmɪ́「母」，ònúá「兄弟姉妹」，sɪ̀wáá「オバ」，òwúrà「主人」，èfi ̃́i ̃「́垢」，
ɛ̀náḿ「肉」，ɛ̀pʊ̀「海」，ǹsá̃「酒」

 　なお，ここでいう可譲渡／不可譲渡名詞は，Dolphyne（1988）による Class I／ Class IIに対
応する。筆者とは逆に，Dolphyne（1988）は身体部位を表す語を含む Class Iが不可譲渡名詞で
あるとする。しかし，Class Iの方が圧倒的に数が多いこと（古閑（2009）では普通名詞 544語中
444語），Class IIに属すのが主に親族を表す語であることから，実際は Class IIが不可譲渡名詞
であると考えられる（古閑 2009. なお，エウェ語（Ewe：ニジェール・コンゴ語族クワ語派）のよ
うに身体部位名称が可譲渡名詞に分類される言語もまれにある（cf. Ameka 1996））。

7） 本稿では扱わないが，意味的な規準も，両言語は異なる。親族を表す語はアカン語でもンゼマ語で
も不可譲渡名詞であるが，身体部位を表す語はンゼマ語では不可譲渡名詞であるがアカン語では可
譲渡名詞である。

8） 調査地は，ガーナ，ウェスタン州のコート・ジボワール国境近い大西洋岸のボニェレ（Bɔnyɛlɛ）
という村である。インフォーマントは生え抜きの 50歳代の女性で，調査は 2015年 9月に行った。
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子音： p [p]，b [b]，t [t]，d [d]，ky [c]，gy []，k [k]，g [g]，kp [kp]，gb [gb]，m [m]，n [n~]，
ny []，f [f]，v [v]，s [s]，z [z]，h [h]，r []，l [l]，w [w]，y [j]．

母音：i [i]，ĩ [ĩ]，ɪ [ɪ]，ɪ ̃[ɪ]̃，e [e]，ɛ [ɛ]，a [a~ɜ]，ã [ã~ɜ]̃， [ɔ]，o [o]，ʊ [ʊ]，ʊ̃ [ʊ̃]，u [u]，ũ [ũ]．
これらの母音は，舌根前進性 [ATR]に基づき，a以外の 8母音が [+ATR]グループ i，e，u，

oと [–ATR]グループ ɪ，，ʊ，に分類され，母音調和の領域（基本的に 1語根と接辞，後接
語からなる語）において，どちらか一方のグループの母音しか現れない（鼻音性は調和に関与
しない）。
声調素は，H（High：高平板）と L（Low：低平板）の 2種類である。本稿では，Lは   で，

Hは    で表記する。

2. 可譲渡／不可譲渡名詞の音韻・形態論的特徴

Chinebuah（1971）は，不可譲渡名詞の形態論的特徴を提示した。しかし，不可譲渡名詞
の所有構文には形態変化だけでなく音韻変化も起こるのだが，このことにはほとんど触れられ
ていない。さらに，Chinebuah（1971）は可譲渡／不可譲渡名詞の所有構文に現れる具体的
な違いについても言及していない。可譲渡名詞の所有構文には不可譲渡名詞のような形態上の
変化は起こらないが，音韻変化は起こる。このことに触れた研究はこれまでにない。ここでは，
筆者が現地調査で得た資料に基づき，可譲渡／不可譲渡名詞の所有構文の音韻・形態論的特徴
とその違いを明らかにする。

2.1 不可譲渡名詞の音韻・形態論的特徴
Chinebuah（1971）が記述したように，身体部位や親族を表す不可譲渡名詞は以下の環境
で異なる形を持つ9）。ɛ̀nyɪ̀lɛ̀の例とともに示す（-は接辞境界を，=は接語境界を表す）。

①　単独あるいは所有構文以外で用いられる形
　　　　接頭辞 - 語根 - 接尾辞
　　　　ɛ̀-nyɪ̀-lɛ̀
　　　　「目」
②　固有名詞ないし修飾，限定された名詞とともに用いられる形
　　　　a - 語根
　　　　Àkyɛ́ à-nyɪ̀
　　　　「アチェの目」
③　所有接語ないし修飾，限定されない名詞とともに用いられる形
　　　　語根
　　　　ɛ̀=nyɪ́
　　　　「あなたの目」

9） このため，これらの名詞は「変化名詞（variable noun）」と呼ばれる。変化名詞（variable noun）
という用語を初めて使ったのは Essuahという人物である（Chinebuah 1971: 42）。Chinebuah
（1971）は約 50語の不可譲渡名詞を挙げる。なお，①～③の形を Chinebua（1971）はそれぞれ独
立形（absolute form），接頭辞形（prefixed possessed form），語根形（possessed root form）と呼ぶ。
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不可譲渡名詞を可譲渡名詞と区別するもうひとつの重要な点として，2・3人称単数所有接
語が異なる（不可譲渡名詞は ɛ=/e=，ɔ=/o=，可譲渡名詞は wɔ=/wo=，yɪ=/yi=（それぞれ，母音
調和に従って分布する異形態）。それ以外の所有接語は同じである）。可譲渡名詞 ɛ̀lɛ́kàと対比
させて例示する。

（2） mɪ̀=nyɪ́  cf. mɪ̀=ɛ́-lɛ́kà
 「私の目」   「私の箱」
 yɛ̀=nyɪ́   yɛ̀=ɛ́-lɛ́kà
 「私達の目」   「私達の箱」
 ɛ̀=nyɪ́   wɔ̀=ɛ́-lɛ́kà
 「あなたの目」   「あなたの箱」
 ɔ̀=nyɪ́   yɪ̀=ɛ́-lɛ́kà
 「彼／彼女の目」   「彼／彼女の箱」
 bɛ̀=nyɪ́   bɛ̀=ɛ́-lɛ́kà
 「あなた達／彼らの目」  「あなた達／彼らの箱」

このような形態論的特徴を持つ名詞は，筆者のデータにおいて 36語が確認された（表 1）10）。
①～③の作り方にはいくつかの違いがあり，この違いに基づいて Chinebuah（1971）は不
可譲渡名詞を 7つのサブグループ（A~G）に分類する。しかし，このグルーピングには問題
もあり，筆者のデータが欠如しているものもある。本稿では筆者のデータの音韻・形態論的特
徴に基づき，不可譲渡名詞を Iグループと IIグループに分類する。Iグループは独立形の接辞
（の有無）の違いにより，I-i，I-ii，I-iiiグループに下位分類する11）。Iグループはデータの大

10） ただし，意味的に不可譲渡名詞に分類されそうだが，形式的には可譲渡名詞に分類されるものも少
なくない。Chinebuah（1971: 45）には，mògyá「血」，áhʊ̀nlɪ̀「心臓」，bòwùlé「骨」，ányàlɛ̀「内臓」
など可譲渡名詞に属する身体部位名称 21語が挙げられており，これらは筆者のデータにおいても
可譲渡名詞の音韻・形態論的特徴を示す。

11） Chinebuah（1971）の A~Gグループのうち，Aグループは本稿の I-iグループに（なお Chinebuah 
（1971）が挙げていない ètèfùmálɛ̀「舌」，ɛ̀kɔ̀mɪ̀zálɛ̀「喉」，ɛ̀vɪ ̃́lɛ́「脇腹」を I-iグループに加えた），C
グループは I-iiグループに，Gグループは I-iiiグループに対応する（なお，A，C，Gグループは
独立形での接辞の有無と接頭辞の種類が異なるが，接頭辞はかつての名詞クラス体系の残存である
ことが指摘されており（cf. Osam 1993），可譲渡／不可譲渡名詞の区別に直接は関係ないと思われ
る）。Fグループは IIグループに対応する。Bグループは複合語であり，本稿では不可譲渡性がマー
クされるのは語根に対してであるとの立場から対象外とする。また，Dグループと Eグループに
ついては，適切なデータが得られていないため，本稿では扱わない。D，Eグループの概要は以下
の通り。Dグループに分類されるのは位置関係を表す以下の 3語で，いずれも 3つの形を持つも
のの，wʊ̀̃lɛ́は 2・3人称単数所有接語 ɛ=，ɔ=を取るが，nùhúáは（可譲渡名詞のように）wo=，yi=
を取る。またその際，語根形（nu）だけでなく独立形（nuhua）も現れる。zʊ̀lɛ́は所有接語を取ら
ない（注 11で挙げる例は Chinebuah（1971）による）。

  wʊ̀̃-lɛ́ Àkyɛ́ á-wʊ̀̃ ɔ̀=wʊ́̃
  「外」 「アチェの外」 「彼／彼女／それの外」
  nù-húá sùá nɪ̀ á-nù yì=nú/yì=nú-húá
  「中」 「家の中」 「彼／彼女／それの中」
  zʊ̀-lɛ́ sùá nɪ̀ á-zʊ̀ sùà zʊ́
  「てっぺん」 「その家のてっぺん」 「家のてっぺん」
 　Eグループは，主に身体部位を表す語であるが，特定の独立形を持たず，強いて言及するときは

1人称複数所有接語 yɛ=/ye=もしくは 2・3人称複数所有接語 bɛ=/be=を伴う形で表す（なお E ↗
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半の 33語を占め，そのうち I-iは 26語，I-iiは 5語，I-iiiは 2語である。IIグループは 3語
である。

2.1.1 単独形
単独で現れるときの形（以下，単独形）12）は，まず，I-iグループは接頭辞 ɛ-/e-と接尾辞

-lɛ/-leを取る（ɛ-/e-，-lɛ/-leは，それぞれ母音調和に従って分布する異形態）13）。接頭辞の声調
は L，接尾辞の声調は LまたはHである。

（3） I-iグループ
 ɛ̀-nyɪ̀-lɛ̀ ɛ̀-lʊ̀̃á̃-lɛ̀ è-tèfùmá-lɛ̀
 「目」 「口」 「舌」

I-iiグループは，接頭辞がなく，接尾辞 -lɛのみを取る。接尾辞の声調は LまたはHである。

（4） I-iiグループ
 nyɛ̀fʊ́̃-lɛ̀ yɪ̀-lɛ́ rà-lɛ̀
 「乳房」 「妻」 「子」

↗ グループの ɛ̀bʊ́「下半身」，èzi ̃「́背中」，ènyúlṹ「顔」は，筆者のデータでは I-iグループと同じ音韻・
形態論的特徴を持つため，I-iグループに分類する）。

  bɛ̀=bʊ́ Àkyɛ́ á-bʊ̀ ɔ̀=bʊ́
  「下半身」 「アチェの下半身」 「彼／彼女の下半身」
12） 本稿では，Chinebuah（1971）の不可譲渡名詞のみに使われる「独立形」と区別し，単独で現れ

る形を「単独形」と呼ぶ。
13） àgɔ̀wʊ̀̃lɛ́「友人」のみ接頭辞 a-を取る。また，ègyàkɛ̀「足」，ènyúlṹ「顔」，èzi ̃「́背中」，ɛ̀bʊ́「下半身」

は接尾辞を取らない。

表 1　不可譲渡名詞

I-iグループ
ètìlè 「頭」 ɛ̀fʊ̀̃kálɛ̀ 「頬」 ɛ̀kʊ̀tʊ̀álɛ̀ 「臍」
ɛ̀wʊ̀̃málɛ̀ 「額」 ɛ̀kɔ̀mɪ̀lɛ́ 「首」 ɛ̀sàlɛ̀ 「手」
ɛ̀nyɪ̀lɛ̀ 「目」 ɛ̀kɔ̀mɪ̀zálɛ̀ 「喉」 ɛ̀nɪ̀lɛ̀ 「声」
ɛ̀zʊ̀̃lɛ̀ 「耳」 ɛ̀bàtìlé 「肩」 ègyàkɛ̀ 「足」
èbònyìlè 「鼻」 ɛ̀vɪ ̃́lɛ́ 「脇腹」 ènyúlṹ 「顔」
ɛ̀lʊ̀̃á̃lɛ̀ 「口」 ɛ̀zɪ ̃̀lɛ̀ 「腰」 èzi ̃́ 「背中」
ètèfùmálɛ̀ 「舌」 èbùtù̃á̃lɛ̀ 「尻」 ɛ̀bʊ́ 「下半身」
ègyèlè 「歯」 ɛ̀kɛ̀rá̃lɛ̀ 「胸」 àgɔ̀wʊ̀̃lɛ́ 「友人」
ɛ̀kɛ̀sálɛ̀ 「顎」 ɛ̀kʊ̀lɛ̀ 「腹」

I-iiグループ I-iiiグループ
nyɛ̀fʊ́̃lɛ̀ 「乳房」 àdìèmà 「兄弟姉妹」
tʊ̀dɔ́lɛ̀ 「（女の）陰部」 àwùvùànyì 「オジ」
tʊ̀álɛ̀ 「陰茎」
yɪ̀lɛ́ 「妻」
ràlɛ̀ 「子」

IIグループ
sɪ̀lɛ́ 「父」
nĩ̀li ̃́ 「母」
kù̃li ̃́ 「夫」



11古閑恭子：ンゼマ語の可譲渡／不可譲渡名詞

I-iiiグループは接頭辞 a-を取るが，接尾辞を取らない。接頭辞の声調は Lである。

（5） I-iiiグループ
 à-dìèmà à-wùvùànyì
 「兄弟姉妹」 「オジ」

IIグループは，接頭辞がなく，接尾辞 -lɛ/-lĩを取る。接尾辞の声調はHである。

（6） IIグループ
 sɪ̀-lɛ́ nĩ̀-li ̃́ kù̃-li ̃́
 「父」 「母」 「夫」

2.1.2 固有名詞を伴う所有構文
Iグループは，固有名詞を伴う所有構文において，接頭辞が a-に変わり，接尾辞は失われる。
もともと接頭辞を持たない I-iiグループは，a-が付く。もともと接頭辞 a-を持ち接尾辞を持
たない I-iiiグループは，単独形から変化がない。
声調の現れ方は，Iグループでは，まず a-は前部要素末の逆の声調になる（すなわち前部要
素がHで終わるときは L，Lで終わるときはHになる）14）。さらに，語根全体が Lになる。

（7） I-iグループ
 ɛ̀-nyɪ̀-lɛ̀ Yàbá à-nyɪ̀ Àkúbà á-nyɪ̀
 「目」 「ヤバの目」 「アクバの目」
 ɛ̀-lʊ̀̃á̃-lɛ̀ Àkyɛ́ à-lʊ̀̃à̃ Ákà á-lʊ̀̃à̃
 「口」 「アチェの口」 「アカの口」
 è-tèfùmá-lɛ̀ Kòfí à-tèfùmà Àkúbà á-tèfùmà
 「舌」 「コフィの舌」 「アクバの舌」

（8） I-iiグループ
 nyɛ̀fʊ́̃-lɛ̀ Yàbá à-nyɛ̀fʊ̀̃ Àkúbà á-nyɛ̀fʊ̀̃
 「乳房」 「ヤバの乳房」 「アクバの乳房」
 yɪ̀-lɛ́ Kòfí à-yɪ̀ Ákà á-yɪ̀
 「妻」 「コフィの妻」 「アカの妻」
 rà-lɛ̀ Àkyɛ́ à-rà Àkúbà á-rà
 「子」 「アチェの子」 「アクバの子」

（9） I-iiiグループ
 à-dìèmà Àkyɛ́ à-dìèmà Ákà á-dìèmà
 「兄弟」 「アチェの兄弟」 「アカの兄弟」

14） Chinebuah（1971）の資料では，接頭辞の声調は前部要素末に同化している。これが方言差なの
か歴史的変化なのか，要調査である。
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 à-wùvùànyì Kòfí à-wùvùànyì Àkúbà á-wùvùànyì
 「オジ」 「コフィのオジ」 「アクバのオジ」

なお，Chinebuah（1971）は，この a-について，独立形の ɛ-/e-が変化したもの，あるいは
接頭辞と接尾辞が無くなった後に付いたものという 2通りの解釈を挙げるが，（8）のように，
もともと接頭辞を持たないものにも a-は付くこと，2.1.3に述べるように所有接語を伴う所有
構文でも接頭辞と接尾辞が無くなることから，接辞が失われた後に所有マーカー a-が付いた
と考えるのが妥当である。
一方，IIグループは形態面で Iグループと振る舞いを異にする。まず，a-ではなく 3人称
単数所有接語 ɔ=/o=が現れる。ただし，Chinebuah（1971）のデータでは 3語とも ɔ=/o=を取
るが，筆者のデータでは nĩ̀li ̃́では a-でも o=でもよく，kù̃li ̃́では o=が現れる形は得られなかった。
なお，この ɔ=/o=も a-と同様の声調の振る舞いをする（前部要素末の逆の声調になる）15）。また，
Chinebuah（1971）の記述したように語根の子音交替が起こる（s : z, n : l, k : h）。この子音交
替については，一種の緩音化であるとみなされる。s : zは有声音化，n : lは側面音化，k : hは
摩擦音化によるものである。

（10） IIグループ
 sɪ̀-lɛ́ Yàbá ɔ̀=zɪ̀ Àkúbà ɔ́=zɪ̀
 「父」 「ヤバの父」 「アクバの父」
 nĩ̀-li ̃́ Àkyɛ́ à-li ̃̀ ~ ò=li ̃̀ Ákà á-li ̃̀ ~ ó=li ̃̀
 「母」 「アチェの母」 「アカの母」
 kù̃-li ̃́ Yàbá à-hũ̀ Àkúbà á-hũ̀
 「夫」 「ヤバの夫」 「アクバの夫」

2.1.3 所有接語を伴う所有構文
所有接語を伴う所有構文では，すべてのグループで接頭辞および接尾辞が失われる（もとも
と接頭辞を持たない I-ii，IIグループは接尾辞のみ失われ，もともと接尾辞を持たない I-iiiグ
ループは接頭辞のみ失われる）。なお，2.1で述べたように，不可譲渡名詞は 2人称単数所有
接語 ɛ=/e=，3人称単数所有接語 ɔ=/o=を取り，可譲渡名詞（それぞれ wɔ=/wo=，yɪ=/yi=）と異
なる（それ以外の所有接語は同じ）。
声調は，Iグループは，所有接語が L，語根第一音節がHで，それ以降は Lになる。

（11） I-iグループ
 ɛ̀-nyɪ̀-lɛ̀ ɛ̀=nyɪ́ ɔ̀=nyɪ́
 「目」 「あなたの目」 「彼／彼女の目」
 ɛ̀-lʊ̀̃á̃-lɛ̀ ɛ̀=lʊ́̃à̃ ɔ̀=lʊ́̃à̃
 「口」 「あなたの口」 「彼／彼女の口」
 è-tèfùmá-lɛ̀ è=téfùmà ò=téfùmà
 「舌」 「あなたの舌」 「彼／彼女の舌」

15） ɔ=/o=が接語から接辞へ文法化しているのではないかと考えられる。



13古閑恭子：ンゼマ語の可譲渡／不可譲渡名詞

（12） I-iiグループ
 nyɛ̀fʊ́̃-lɛ̀ ɛ̀=nyɛ́fʊ̀̃ ɔ̀=nyɛ́fʊ̀̃
 「乳房」 「あなたの乳房」 「彼女の乳房」
 yɪ̀-lɛ́ ɛ̀=yɪ́ ɔ̀=yɪ́
 「妻」 「あなたの妻」 「彼の妻」
 rà-lɛ̀ ɛ̀=rá ɔ̀=rá
 「子」 「あなたの子」 「彼／彼女の子」

（13） I-iiiグループ
 à-dìèmà è=díèmà ò=díèmà
 「兄弟」 「あなたの兄弟」 「彼／彼女の兄弟」
 à-wùvùànyì è=wúvùànyì ò=wúvùànyì
 「オジ」 「あなたのオジ」 「彼／彼女のオジ」

一方，IIグループは語根にHが実現しない。また，固有名詞を伴う所有構文と同じく，語
根子音に緩音化が起こる。

（14） IIグループ
 sɪ̀-lɛ́ ɛ̀=zɪ̀ ɔ̀=zɪ̀
 「父」 「あなたの父」 「彼／彼女の父」
 nĩ̀-li ̃́ è=li ̃̀ ò=li ̃̀
 「母」 「あなたの母」 「彼／彼女の母」
 kù̃-li ̃́ è=hũ̀ ò=hũ̀
 「夫」 「あなたの夫」 「彼女の夫」

2.1.2，2.1.3で示したように，本稿では不可譲渡名詞を所有構文での音韻・形態論的特徴に
基づき，大きく 2つのグループに分類した。Iグループは，形態面については，接頭辞と接尾
辞が失われ，さらに固有名詞を伴う所有構文で所有マーカー a-が付く。声調の振る舞いにつ
いては，まず所有構文で語根全体が Lになる。また，固有名詞を伴う所有構文では a-が前部
要素末の逆の声調になり，所有接語を伴う所有構文では，語根頭音節がHになる。一方，II
グループは，形態面では，固有名詞を伴う所有構文で a-でなく ɔ=/o=を取る。音韻面では，まず，
所有構文で語根子音の緩音化が起こる。また，所有接語を伴う所有構文で，Iグループと異な
り語根にHが実現しない。

2.2 可譲渡名詞の音韻・形態論的特徴
2.1で挙げた不可譲渡名詞以外の名詞は，意味的には，基本的に他人から手に入れたり，人
に譲ったりできるものを表す16）（表 2に一部を挙げる）。これらの可譲渡名詞は，所有構文で
形態面での変化はないが17），声調変化があり，この変化は不可譲渡名詞の場合と異なる。この

16） ただし注 10で述べたように，この原則に沿わないものもある。
17） このため，Chinebuah（1971）では「不変化名詞（non-variable noun）」と呼ばれる。これまでの

調査では 373語が得られた（複合語は除く）。
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ことは Chinebuah（1971）では触れられていない。ここでは，形態面だけでなく，声調面に
も可譲渡／不可譲渡名詞の区別が現れていることを示す。

2.2.1 単独形
可譲渡名詞は，単独では以下の形を取る。接頭辞には a-，ɛ-/e-，N-（N-は語根頭子音の同調
音点鼻音）が，接尾辞には -lɛ/-leがあり，接頭辞も接尾辞も取るもの，いずれかを取るもの，
いずれも取らないものとがある。

                                        ┌
│
│
┤
│
│
└

 a-    ┐
│
│
├
│
│
┘

          
┌
│
┤
│
└

         
┐
│
├
│
┘

                                            ɛ-/e-      語根      -lɛ/-le
                                            N-                    -ϕ
                                            ϕ-

（15）のように，声調は，接頭辞はほとんどが Lだが，H接頭辞 a-を取るものも若干ある。
接尾辞は LまたはHで，不可譲渡名詞と同じである。可譲渡／不可譲渡名詞は，接辞の有無
とその種類によってある程度区別されるが，（16）のように同形態，声調を示す可譲渡／不可
譲渡名詞もあるため，単独形で完全に区別されるわけではない。

（15） ɛ̀-dàn-lɛ́ è-lùé à-bɛ̀-lɛ̀ á-lɪ̀ɛ̀
 「布」 「ヤムイモ」 「トウモロコシ」 「食べ物」
 ǹ-gʊ̀n-lɛ̀ ǹ-kwánɪ́ kyɛ̀-lɛ̀ mògyá
 「部族マーク」 「スープ」 「帽子」 「血」

（16） ɛ̀-wɔ̀-lɛ̀ cf. ɛ̀-nyɪ̀-lɛ̀（不可譲渡名詞）

 「ヘビ」  「目」
 hà̃-lɛ́ cf. yɪ̀-lɛ́（不可譲渡名詞）

 「怪我」  「妻」
 à-lùbà cf. à-dìèmà（不可譲渡名詞）

 「豆」  「兄弟」

2.2.2 固有名詞を伴う所有構文
可譲渡名詞と不可譲渡名詞の違いは，所有構文においてはっきりと現れる。（17）に示すよ

表 2　可譲渡名詞の例

àbɛ̀lɛ̀ 「トウモロコシ」 ɛ̀dànlɛ́ 「布」 kyɛ̀lɛ̀ 「帽子」
àlùbà 「豆」 èlùé 「ヤムイモ」 mògyá 「血」
àgbúyà 「針」 ɛ̀sàmʊ̀ 「小麦粉」 nànɪ̀ 「肉」
áhʊ̀nlɪ̀ 「心臓」 èvĩ̀lí 「垢」 bɛ̀dɛ̀ 「キャッサバ」
àkɔ́ndɪ́ 「フフ」 ɛ̀wɔ̀lɛ̀ 「ヘビ」 bòtòkúmá 「拳」
àkùmá 「斧」 èwùlè 「病気」 bòwùlé 「骨」
álɪ̀ɛ̀ 「食べ物」 hà̃lɛ́ 「怪我」 dàdɪ̀ɛ̀ 「ナイフ」
ányàlɛ̀ 「内臓」 kápɪ̀nlɪ̀ 「傷」 ǹkwánɪ́ 「スープ」
àwànɪ̀ 「肩」 kɛ̀látà 「紙」 ǹwʊ̀lɪ̀ 「油」
àyìlé 「薬」 kòlònvíá 「卵」 ǹzá̃ 「酒」
ɛ̀dà 「弓矢」 kùtùkú 「蒸留酒」 ǹgʊ̀nlɛ̀ 「部族マーク」
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うに，まず，可譲渡名詞は不可譲渡名詞と異なり，所有構文において形態が変化しない。すな
わち，単独形で持つ接頭辞および接尾辞が，所有構文においても現れる。
形態は変化しないが，可譲渡名詞は所有構文で声調変化が起こる。固有名詞を伴う所有構文
では，語頭つまり接頭辞または語根頭が前部要素末と逆の声調になる。それ以降の声調は変わ
らない。

（17） ɛ̀-dàn-lɛ́ Àkyɛ́ ɛ̀-dàn-lɛ́ Ákà ɛ́-dàn-lɛ́
 「布」 「アチェの布」 「アカの布」
 è-lùé Àkyɛ́ è-lùé Ákà é-lùé
 「ヤムイモ」 「アチェのヤムイモ」 「アカのヤムイモ」
 á-lɪ̀ɛ̀ Àkyɛ́ à-lɪ̀ɛ̀ Ákà á-lɪ̀ɛ̀
 「食べ物」 「アチェの食べ物」 「アカの食べ物」
 mògyá Àkyɛ́ mògyá Ákà mógyá
 「血」 「アチェの血」 「アカの血」
 kyɛ̀-lɛ̀ Àkyɛ́ kyɛ̀-lɛ̀ Ákà kyɛ́-lɛ̀
 「帽子」 「アチェの帽子」 「アカの帽子」

（18）のように，もともと a-を取る可譲渡名詞は，所有構文で形態上は不可譲渡名詞と変わ
らないが，語根にHがあれば，語根全体が Lになる不可譲渡名詞と声調で区別される。

（18） à-kùmá Àkyɛ́ à-kùmá cf. ɛ̀-kɛ̀sá-lɛ̀（不可譲渡名詞） Àkyɛ́ à-kɛ̀sà
 「斧」 「アチェの斧」  「顎」  「アチェの顎」

2.2.3 所有接語を伴う所有構文
2.1で述べたように，所有接語を伴う所有構文で，可譲渡名詞は 2人称単数所有接語 wɔ=/

wo=，3人称単数所有接語 yɪ=/yi=を取り，不可譲渡名詞（それぞれ ɛ=/e=，ɔ=/o=）と異なる（そ
れ以外の所有接語は同じ）。
（19）に示すように，所有接語の声調は Lで，不可譲渡名詞と同じである。語根頭または接
頭辞はHになるが，それ以降の声調は変わらない。

（19） ɛ̀-dàn-lɛ́ wɔ̀=ɛ́-dàn-lɛ́ yɪ̀=ɛ́-dàn-lɛ́
 「布」 「あなたの布」 「彼の布」
 è-lùé wò=é-lùé yì=é-lùé
 「ヤムイモ」 「あなたのヤムイモ」 「彼のヤムイモ」
 á-lɪ̀ɛ̀ wɔ̀=á-lɪ̀ɛ̀ yɪ̀=á-lɪ̀ɛ̀
 「食べ物」 「あなたの食べ物」 「彼の食べ物」
 mògyá wò=mógyá yì=mógyá
 「血」 「あなたの血」 「彼の血」
 kyɛ̀-lɛ̀ wɔ̀=kyɛ́-lɛ̀ yɪ̀=kyɛ́-lɛ̀
 「帽子」 「あなたの帽子」 「彼の帽子」
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（20）のように，もともと接頭辞も接尾辞も持たない可譲渡名詞は，2・3人称単数以外の所
有接語を伴う所有構文で不可譲渡名詞と形が同じになるが，語根第一音節以降にHがあれば，
不可譲渡名詞と声調で区別される。

（20） mògyá mì=mógyá cf. nyɛ̀fʊ́̃-lɛ̀（不可譲渡名詞） mì=nyɛ́fʊ̀̃
 「血」 「私の血」  「乳房」 「私の乳房」

2.2.2，2.2.3で示したように，可譲渡名詞は不可譲渡名詞と異なり，所有構文で形態上の変
化はないが，声調変化はある。この声調変化は不可譲渡名詞のそれと異なり，不可譲渡名詞で
は語根全体に変化が起こるが，可譲渡名詞では接頭辞または語根頭にのみ変化が起こる。この
ように，可譲渡／不可譲渡名詞の所有構文の区別は，形態だけでなく音韻面（声調）にも現れ
ている。

3. まとめと考察

ンゼマ語に可譲渡／不可譲渡名詞の区別があることは Chinebuah（1971）によって指摘さ
れたが，彼が取り上げたのは，もっぱら不可譲渡名詞の形態論的特徴であった。本稿では，筆
者が現地調査で得たデータに基づき，不可譲渡名詞は所有構文において形態変化だけでなく音
韻変化も示すこと，可譲渡名詞は所有構文において形態変化はないが音韻変化は起こること，
この変化は不可譲渡名詞と異なり，両者の所有構文の区別が形態面だけでなく音韻面にも現れ
ることを示した。また，筆者のデータの音韻・形態論的特徴に基づき，不可譲渡名詞を 2つの
サブグループに分類した。
本稿で取り上げた不可譲渡名詞 I，IIグループと可譲渡名詞の音韻・形態論的特徴をまとめ
ると，以下のようになる。

　不可譲渡名詞 Iグループ

単独形 ・構造：　ɛ-/e- 語根 -lɛ/-le
（ただし一部の接頭辞は a-。また一部は接頭辞／接尾辞を取らない）

＋固有名詞
所有構文

・構造：　固有名詞　a-語根
・a-は前部要素末の逆の声調，語根全体は L。

＋所有接語
所有構文

・構造：　所有接語＝語根
・2人称単数所有接語 ɛ=/e=，3人称単数所有接語 ɔ=/o=を取る。
・語根第一音節がHで以降は L。

　不可譲渡名詞 IIグループ

単独形 ・構造：　語根 -lɛ，-lĩ

＋固有名詞
所有構文

・構造：　固有名詞　a-語根　または　固有名詞　ɔ=/o=語根
・語根子音の緩音化
・a-，ɔ=/o=は前部要素末の逆の声調，語根は L。
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＋所有接語
所有構文

・構造：　所有接語 =語根
・2人称単数所有接語 ɛ=/e=，3人称単数所有接語 ɔ=/o=を取る。
・語根子音の緩音化
・語根は L。

　可譲渡名詞

単独形 ・構造：         ┌
│
│
┤
│
│
└

 a-    ┐
│
│
├
│
│
┘

          
┌
│
┤
│
└

         
┐
│
├
│
┘

                   ɛ-/e-      語根      -lɛ/-le
                   N-                    -ϕ
                   ϕ-

＋固有名詞
所有構文

・構造：　固有名詞　単独形
・接頭辞／語根頭は前部要素末と逆の声調，それ以降の声調は単独形と同じ。

＋所有接語
所有構文

・構造：　所有接語 =単独形
・2人称単数所有接語 wɔ=/wo=，3人称単数所有接語 yɪ=/yi=を取る。
・接頭辞／語根頭はH，それ以降の声調は単独形と同じ。

可譲渡／不可譲渡名詞の所有構文の違いを簡潔にまとめると，形態面では，接辞が失われる
か（不可譲渡名詞）保持されるか（可譲渡名詞），固有名詞を伴う所有構文で所有マーカーの
a-が付くか（不可譲渡名詞）付かないか（可譲渡名詞）という違いであり，声調面では，接
頭辞／語根頭にのみ声調変化が起こるか（可譲渡名詞）語根全体の声調が変化するか（不可譲
渡名詞）という違いである。
可譲渡名詞が所有構文において接頭辞／語根頭の声調変化のみによってマークされるのに対
し，不可譲渡名詞のマーカーは形態，音韻論的に複雑である。すなわち，後者は，語根全体の
低声調化，接辞と所有マーカー a-の交替（固有名詞を伴う所有構文の場合），語根頭の高声調
化（所有接語を伴う所有構文の場合）によってマークされる。不可譲渡名詞の所有構文におけ
るマーカーの方が単純であるという一般的傾向に反しているように見えるが，このような変化
により音節数が少なくなり，語根全体が低声調化するため，所有構文全体は音韻・形態論的に
単純化している。

IIグループの sɪ̀lɛ́「父」，nĩ̀li ̃́「母」，kù̃li ̃́「夫」は，所有構文の音韻・形態論的単純化（融合）

がさらに顕著である。この 3語は，まず，語根が 1音節のみからなる。また，所有接語を伴う
所有構文で，構文全体の声調が Lになる（他の不可譲渡名詞は語根頭が上がる）。さらに，語
根子音の緩音化が起こる。
このようなサブグループの存在は，ンゼマ語において，可譲渡名詞と不可譲渡名詞が二項対
立するというよりも，不可譲渡性は程度の問題であることを示すものと考えられる18）。不可譲
渡性が高いほど音韻・形態論的により単純になるとすると，不可譲渡性の程度が高い順から以
下のように示される。

不可譲渡名詞 IIグループ＞不可譲渡名詞 Iグループ＞可譲渡名詞

18） 3種類以上の所有構文を持ち，それらの間に譲渡性の段階性が認められる言語はいくつかの研究で
報告されている（cf. Ameka 1996, Osumi 1996）。
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なお，Chinebuah（1971）の資料では sɪ̀lɛ́，nĩ̀li ̃́，kù̃li ̃́の 3語とも固有名詞を伴う所有構文で
a-ではなく 3人称単数所有接語 ɔ=/o=が現れるが，筆者のデータでは nĩ̀li ̃́では a-と o=が自由
交替し，kù̃li ̃́では o=が現れる形は得られなかったため，不可譲渡名詞内でのサブグループ間
の区別が失われつつあるのかもしれない。
最後に，固有名詞を伴う所有構文で，なぜ可譲渡名詞／不可譲渡名詞の接頭辞もしくは語根
頭が前部要素末と逆の声調になるのか，所有接語を伴う所有構文で可譲渡名詞／不可譲渡名詞
の接頭辞／語根頭のHがどこから来たのか，という問題についてであるが，一つの解釈とし
て，接頭辞／語根頭のHも L所有接語の逆声調化によるもので，両者は同現象であり，可譲
渡名詞も不可譲渡名詞も語根頭または接頭辞の声調は前部要素末声調の極性で決まるのではな
いか。これは一種の境界的機能ではないかと考える19）。こういった問題については，ンゼマ語
だけでなく，同系統諸言語間の比較対照研究を視野に入れて検討しなければならない。
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19） なお，Chinebuah（1971）の資料では，a-の声調は前部要素末に同化している（注 14）。Chinebuah 
（1971）の資料と筆者の資料との違いが通時的変化によるものだとしたら，所有接語を伴う所有構
文における高声調化（逆声調化）からの類推で固有名詞を伴う所有構文でも本来の声調同化から逆
声調化に変化したのかもしれない。


